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合にっいて，それぞれ1段階の載荷時間が30秒および

1分の場合の計6種類を採用した．

　同一条件では3個ずっの試験を行って一軸圧縮強さと

弾性係数とを求めたが，その結果は第2表の通りであり

第3表には応力制御法において実際に採用した荷重段階
の大きさを示して器る．

　3．　ヒズミ制御法と応力制御法における圧縮速

　　　さの比較

　両方法における時間一ヒズミ曲線は第2図の左に示す
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ヒズミ制御法と応力制御法に

おける圧縮速さの関係
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第3図　圧縮強さと圧縮速さの関係

　そこで両方法を通じて圧縮速さと圧縮強さ，または弾

性係数との関係をプロットしたのが第3図および第4図

である．ここには須賀川ロームの含水量22・5％の場合

と日比谷シルトにっいてだけ記したが，載荷方法の相異

にもかかわらず大体において測定値には連続性が認めら

れ，しかも圧縮速さがヒズミ制御法の標準である1％！

分前後において圧縮強さ，弾性係数ともに最小値を与え

るようである．たS“し須賀川ロームの18％の場合には

測定値がかなりばらついた・すなわち比較強的い供試体

を一一ecな強さにっくることはかなり面倒だと思われる．
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第4図　弾性係数と圧縮速さの関係　　わかるように実

際の土にっいてv＝1％／分となるような場合はまず起

らないので，前節で指摘したように応力制御法によって

求めた圧縮強さは，常にヒズミ制御法によって求めた圧

縮強さより大きくなると考えてもよさそうである．そし

て応力制御法の圧縮速さを1％扮に近づけるために

は，連続的な応力増加法などが採用されねばならぬであ

ろう．　　　　　　　　　　　　（1957．12．19）

　文　　　献

（1）：　「土と基礎」No．21，　PP．47～52，1957年7月

　　　　　　v＝｛4％‘！（AtE）｝×100

ここにdtは1段階の載荷時間（分）である．

（11月号）

表　紙　写　真

小野式回転曲げ疲労試験機の試験片部に塩化ビニル製

チャンバを被せ，その中でノズルよりの噴射液を傾斜

した天井板にあて微細な霧を作り，天然の降雨に類似

した湿潤条件で繰返回転曲げ応力を与えた．上下隅の

円形の写真は試験片の破断面で，腐蝕疲労では軸に垂

直な亀裂が各所から発生し始めるので階段状になり，

その代表的なものはこのように放射状に配置される．
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